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ご注意　１．爆発性、引火性ガスや有機溶剤のない場所に設置してください。

　　　  ２．必ず室内に据付けてください。

　　    ３．ごみ、ほこり、湿気が少ない場所に設置してください。

　 　   ４．水平で、基礎がしっかりしている床に設置してください。

　　    ５．保守、点検が容易にできる場所に設置してください。

　　 　　　 コンプレッサの周囲は下記の設置スペースを必ず確保してください。

　　　　　 （正面、裏、右、左　１０００ｍｍ以上、天井　１２００ｍｍ以上）

６．コンプレッサの性能を十分に発揮し、寿命を延ばすためには、

　  設置場所の適切な換気が必要です。コンプレッサ運転中の周囲温度が

　  次の温度範囲に入るように必要に応じて、据付け場所の換気を行ってください。

　　　　ＦＲＶ－３７０Ｃ　　・・・２～４０℃

　　　　ＦＲＶ－３７０ＣＤ　・・・２～４０℃ Ｗ Ｌ Ｈ
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